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Ⅰ．はじめに
　日本オリンピック委員会（JOC）は，ゴールド
プラン（2001）の中長期方針の中で，一貫指導シ
ステムの普及・促進を掲げた。また，2000 年の「ス
ポーツ振興基本計画」にも一貫指導システムの構
築は，国際競技力の総合的な向上方策として必要
不可欠なものと明示されている。
　これは，競技者の育成を計画的に行う緒外国と
比較して，一貫システムが十分でないことが背景
にあると考えられる。そして，2005 年を目処に
各競技団体が「一貫指導システム」構築のための
競技者プログラムを策定することとなり，整備が
進められてきた。
　日本バスケットボール協会においても，世界の

競技レベルで戦っていくためには一貫指導システ
ムの構築が必要であるとし，2002 年に従来の強
化体制を見直し，一貫指導システム「エンデバー
制度」を策定した（日本バスケットボール協会，
2002）。バスケットボールの国際競技力の向上の
ためには，このエンデバー制度の質的向上を推進
することが望まれる。
　しかしながら，バスケットボールにおけるエン
デバーシステムは，一貫指導システムとしての認
識が薄く，かつ様々な課題を抱えている（三原，
2005）と考えられる。

Ⅱ．研究の目的
　そこで，本研究では，JOC の一貫指導の定義
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から日本バスケットボール界における一貫指導体
制，つまりエンデバーシステムを再度検証し，新
たな方策を提案することを目的とした。

Ⅲ．一貫指導の定義について
　JOC の一貫指導及び一貫指導システムの定義
については，資料 1にある通りである。これら一
貫指導の定義については，以下のことが重要なポ
イントとして考えられる。

・�スポーツに初めて出会うジュニア期からを対象
とすること。
・�発育・発達段階を適切に把握し，それぞれの段
階に応じたトレーニングを行うこと。
・�世界レベルで戦える競技者を育成・強化するこ
と。
・�引退後のセカンドキャリアに配慮した指導を行
うこと。

　また，これ以外に競技者育成プログラム策定マ
ニュアル（2003）の中では，以下の事柄が重要で
あるとしている。

・�選抜型から識別発掘育成型へコンセプトを改革
する必要。
・�長期的視野に立った育成理念が必要。
・�各年代（小，中，高校，大学）における指導者
のトレーニングに対する基本的な考え方が統一
されていること。
・�競技者の育成にかかわる人たち全員が共通の
「指導理念」をもつこと。

　ここでは，これらの中でも競技者を発掘すると
いう観点と発育・発達に応じたトレーニングとい
う観点を中心に，検討を進めていく。

Ⅳ．競技者発掘の重要性について
　一貫指導の定義の中でも，スポーツに初めて出
会うジュニア期からを対象としており，また識別
発掘発育型へコンセプトを改革する必要性が謳わ
れている。
　従来の競技者育成環境においては，小・中・高・
大学そして企業とそれぞれの段階で勝利を目指す
傾向が強く，将来大器として世界で活躍でき得る
素質を持った競技者を識別・選出することが難し
い状況にあった。また，それぞれの段階において
選手を選抜し，国際大会などに出場する際もその
大会において勝利することを優先し選手を選抜す

る傾向が強い。
　日本のバスケットボール界では，育成世代が世
界大会で優秀な成績をおさめるものの，いわゆる
フル代表といわれる代表チームは結果を残してお
らず，選抜型から識別発掘育成型に競技力向上の
コンセプトが改革していない可能性がある。
　発掘に関する日本バスケットボール界の現状
は，十分であるとは言えない。エンデバーシステ
ムという一貫指導を推進するシステムでは，U-13
からしか選手の発掘は開始されず，U-12 につい
ては指導者研修という形でしか一貫指導が行われ
ていない。また，U-12 の活動形態はミニバスケッ
トボールということになるが，ほんどの場合，ミ

一貫指導とは
スポーツに初めて出会うジュニア期からト
ップレベルに至るまですべての過程で、個
々の競技者の特性や発育・発達段階を適切
に把握し、それぞれの段階に応じた最適な
トレーニングを行うことによって、競技者
の有する資質・能力を最大限に引き出し、
最終的に世界レベルで戦える競技者に育成
・強化すること、さらには、その過程で競
技引退後のセカンドキャリアにも配慮した
指導を行うこと。

一貫指導システムとは
　一貫指導を効果的に実施するために、指
導者やサポートする各種役割のスタッフな
どの人的資源、競技・練習の施設・用具な
どの物的支援、指導プログラムなどの知的
・文化的資源、経済的バックアップのため
の財政的支援、さらにはそれを有機的に連
携させて経営していくマネジメント機能を
一体的に組み合わせていて、育成・強化を
最適化して実行していく総体的な仕組みが
一貫指導システムである。

（日本オリンピック委員会　2003）

資料１　一貫指導の定義
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ニバスケットボールの活動が本格化するのは小学
校 3年生または 4年生以降であり，小学校低学年
または小学校入学以前の子どもたちに対しては何
の施策も行われていないことになる。

Ⅴ．サッカーにおけるキッズプロジェクト
　日本サッカー協会キッズ指導ガイドラインによ
ると，サッカーにおけるキッズプロジェクトとは，
幼児期や小学校低中学年において，多くの子ども
達に身体を動かすことの爽快さやスポーツの素晴
らしさを体感してもらいながら，サッカーの普及・
浸透更には人材の育成を図るというものである。
　具体的な活動としては，希望する幼稚園・保育
園を巡回して指導する巡回指導，チームをつくっ
て 7人制サッカーの大会に参加するフェスティバ
ル，子ども達を集めて指導を行うクリックの 3つ
の事業があり，これらの事業を実施する指導者を
養成するキッズリーダー養成講習会の 4つの事業
からなる（日本サッカー協会）。

Ⅵ�．日本バスケットボールにおけるキッズプロ
ジェクト
　サッカーにおけるキッズプロジェクトをもとに
日本バスケットボールにおけるキッズプロジェク
トを提案する。

1．プロジェクトの目的
　プロジェクトの目的は，心身，特に神経系の発
育発達がめざましい幼児期や小学校低中学年にお
いて，多くの子ども達が身体を動かすことの爽快
さやスポーツの素晴らしさを体感してもらいなが
ら，バスケットボールの普及・浸透，さらには人
材の育成を図ることにある。

2．期待される効果
　このプロジェクトは普及活動ではあるが，普及
の延長線上に強化があると考えられ，最終的に日
本バスケットボール界の強化につながることが期
待できる。また，低年齢層におけるバスケットボー
ル競技人口を増加させる効果が期待できる。

3．プロジェクト方針
　上記の目的を達成するために，以下の 4つの事
業を行う。
①幼稚園・保育園への巡回指導
②バスケットボールフェスティバル 
　（ゲーム）
③バスケットボールクリニック

④指導者養成研修会の実施

　巡回指導は，希望する幼稚園・保育園に出向い
て指導を行う。
　バスケットボールフェスティバル（ゲーム）で
は 4人制のゲームを考案し実施する。
　バスケットボールクリニックでは，子どもたち
を集めて指導を行う。
　指導者養成では，指導者養成研修会を実施する。

4．今後の課題
a．4人制ゲームの考案
　一人一人の子どもたちがボールに触る時間を確
保しようとすれば 5人制よりも 4人制の方が望ま
しいと思われる。
　また，ミニバスケットボールと同様のリングで
行うことは難しいので，ミニバスケットボールの
リングのように固定式ではなく，ネットボールの
ような移動式のリングを設置することなどが考え
られる。

b．指導内容の検討
　バスケットボールの技術・戦術に固執したもの
ではなく，遊びの要素がふんだんに入った指導内
容を新たに検討する必要がある。

c．指導者養成
　指導者養成の方法としては，年に 1度中央研修
会に各都道府県から指導者が参加してもらい研修
を受け，次いでそれらの人が各都道府県の研修会
における講師になって指導者を養成するというこ
とが考えられる。
　対象となる指導者は 2つ方向性があると思われ
る。一つは誰でも講習を受ければ講師になれると
いうものであり，もう一つは実業団やナショナル
チーム経験者に講師になってもらうというもの。
いずれにしても講習を受けて初めて講師になれる
と考えてよい。
　実業団やナショナルチーム経験者に講師になっ
てもらうという場合，これは選手のセカンドキャ
リアを考えることにもつながっていく。セカンド
キャリアを考えることは，一貫指導の中でも重要
な事柄であり，競技生活が終わった後にバスケッ
トボールのキャリアが途絶えるのではなく，指導
者としてさらにキャリアを継続させていくこと
は，キャリアを循環させる意味があると考えられ
る。
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Ⅶ�．発育・発達の段階に応じたトレーニングにつ
いて
　発育・発達に応じたトレーニングを考える上
で，代表的な理論はスキャモンの発達曲線である
（図 1）。これは成長発育を 20 才のレベルを 100%
として考え，各体組織の発育の特徴を一般型，神
経系型，リンパ系型，生殖器系型の 4つのパター
ンに分け考えるものである。
　また，ゴールデンエイジ理論（図 2）（日本サッ
カー協会）というのもある。技術の習得というの
は，脳・神経系の可塑性（やわらかい性質）が高
い方が有利であり，その大脳の可塑性が比較的高
く，また動作習得のためのレディネスもピークを
迎え，双方が絶妙なハーモニーを奏でるゴールデ
ンエイジ（9才〜 13 才）が技術習得にとって非
常に重要であるという理論である。
　実際には，プレゴールデンエイジ（9才まで），
ポストゴールデンエイジ（13 才以降）もある。
　また，浅見（1995）は運動経験のあり方に関す
るモデルを図 3のようにまとめている。

Ⅷ�．日本バスケットボールにおける発育・発達に
応じたトレーニング内容
　日本の中で発育・発達に応じたトレーニング内
容が整備されているかといえばそういう事実はな
い。エンデバーにおいてU-18，U-15，U-12 など
の表現はされているが，それは学校制度にとも
なった言い方であり，発育・発達に応じた段階を
示すものではない。
　まず発育・発達に応じたトレーニング内容が示
されなければ一貫指導の内容としては不十分とい
わざるを得ない。

Ⅸ．発育・発達に応じたトレーニングの全体像
　資料 2 は，Istvan Balyi（2010）の理論をもと
に 5才以下から 35 才までのトレーニングの全体
像を示したものである。
　各段階を表すものとして 8 つのステージがあ
り，男女ではそれぞれのステージの年齢区分が異
なっている。そして，ステージ毎に指導者，活動
の目的，フィジカル，回復などの項目が記述でき
るようになっている。
　項目として設定すべき内容としては，トレーニ
ング内容に直接関わるものとして，技術，戦術，
フィジカル，メンタルなどの内容がある。一貫指
導は，それを指導する指導者との関係が不可欠な
ため，誰が指導するのか（ライセンスの保持も含
めて），活動の目的は何なのかを明確にする必要

がある。また，ゲームをどのように行うのか，ゲー
ムと練習の割合，練習時間などの育成環境に関す
る記述も必要と思われる。特にこの育成環境につ
いては，幼少期から試合に勝つことを目指さざる
得ないような環境になっており，早急に育成方針

図１　スキャモンの成長曲線

図２　ゴールデンエイジ理論

図３�　発育発達に応じた運動経験のあり方
　　　（浅見　1985）
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を策定することが必要である。

Ⅹ．発育・発達に応じたトレーニングの課題
　トレーニングの各段階は，従来，小・中・高・
大学というような学校制度をもとにした年齢区分
がなされていた。そして，それぞれの段階では学
校制度を元にした各種の団体が存在する。ミニバ
スケットボール連盟，中学校連盟，高等学校体育
連盟などがそれである。
　発達段階によってトレーニングの内容を決めよ
うとすると，上記の各種団体を超えて活動するこ
とが必要になり，各種団体間の調整が必要となっ
てくる。

まとめ
　本研究の目的は，日本オリンピック委員会の一
貫指導の定義から日本バスケットボール界におけ
る一貫指導体制を再検討し，新たな施策を提案す
ることである。
　具体的には，選手の発掘と発育・発達に応じた
トレーニング内容という 2つの観点から検討を試
みた。
　その結果，小学校入学生以前または小学校低学
年を対象としたキッズブログラムによる選手の発

掘，発育・発達に対応する年齢区分を元にした一
貫指導計画を提案することが出来た。
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資料２　バスケットボールにおける一貫指導計画




